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は
じ
め
に

　

今
年
の
夏
、
日
本
で
は
京
阪
神
地
域
が
渇
水
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
中
国
の
北
京
市
で
も
雨
不
足
に

悩
ま
さ
れ
た
。
北
京
市
で
は
、
昨
年
に
続
く
深
刻

な
雨
不
足
の
た
め
に
、
今
年
七
月
に
は
重
要
な
水

瓶
で
あ
る
「
密
雲
ダ
ム
」
の
水
位
が
平
年
の
半
分

以
下
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
北
京
市
は
、
も
と
も

と
水
不
足
に
悩
や
ま
さ
れ
て
い
る
都
市
で
あ
る
。

例
え
ば
、
北
京
市
の
一
人
あ
た
り
の
年
間
水
資
源

量
は
三
〇
〇�
と
中
国
平
均
の
八
分
の
一
、
世
界

平
均
で
は
わ
ず
か
三
〇
分
の
一
に
と
ど
ま
る
な
ど

極
端
に
少
な
い　

。
こ
う
し
た
水
不
足
は
、
毎
年

　１）

の
降
水
量
が
安
定
し
な
い
こ
と
や
年
間
降
水
量
の

八
〇
％
以
上
が
六
〜
九
月
に
集
中
的
に
降
る
と
い

っ
た
降
水
の
特
徴
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
が
、

降
っ
た
雨
を
蓄
え
る
森
林
土
壌
の
脆
弱
さ
も
一
つ

の
要
因
と
な
っ
て
い
る　

。
ま
た
、
脆
弱
な
森
林

　２）

土
壌
は
、
ひ
と
た
び
大
雨
が
降
る
と
土
壌
崩
壊
を

簡
単
に
引
き
起
こ
し
、
河
口
地
域
に
ま
で
大
量
の

泥
を
流
出
す
る
。
そ
れ
が
、
河
床
を
上
げ
、
洪
水

等
の
深
刻
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
。

　

こ
う
し
た
災
害
を
抑
え
、
人
々
の
生
活
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
北
京
市
で
は
水
源
林
造

成
を
進
め
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
の
取
組
み
を
紹

介
す
る
。

北
京
市
の
水
源
林
造
成

一 　
 　
北
京
市
の
概
況

　・
　

北
京
市
の
総
面
積
は
一
六
八
万　

、
人
口
は
一
、

��

一
〇
〇
万
人
で
あ
る
。
総
面
積
に
占
め
る
森
林
の

割
合（
森
林
率
）は
、
二
八
・
一
％
と
全
国
平
均
の

一
四
％
の
二
倍
と
な
っ
て
い
る　

。
か
つ
て
、一
九

　３）

五
〇
年
頃
の
北
京
市
の
森
林
率
が
一
・
三
％
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
五
〇
年
間
の
緑

化
の
成
果
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
現
在
、
森

林
の
七
〇
％
近
く
は
二
〇
年
生
以
下
の
若
齢
林
で
、

水
源
か
ん
養
機
能
や
水
土
流
出
防
備
等
の
公
益
的

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
う
る
森
林
は
多
く
は
な
い
。

二 　
 　
水
源
林
造
成
の
展
開
過
程

　・
　

北
京
市
の
重
点
的
な
水
源
地
域
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
都
市
部
の
生
活
用
水
の
八
割
を
供
給
し
て

い
る
密
雲
ダ
ム
周
辺
の
集
水
区（
以
下「
集
水
区
」）

で
あ
る
。
密
雲
ダ
ム
は
、
最
大
貯
水
量
が
四
三
・

六
七
億
ト
ン
と
華
北
地
域
最
大
級
の
ダ
ム
で
、
一

九
六
〇
年
に
市
中
心
部
よ
り
一
〇
〇�
離
れ
た
山

間
地
域
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
ダ
ム
へ
水
を
供
給

し
て
い
る
の
が
四
五
万　

に
及
ぶ
広
大
な
「
集
水

��

区
」
で
あ
る
。

　
「
集
水
区
」で
水
源
林
造
成
が
本
格
的
に
進
め
ら

れ
る
の
は
一
九
六
〇
年
頃
で
あ
る
。
当
時
、
燃
料

用
の
薪
炭
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
「
集
水
区
」
で
は
、「
緑
の
石
炭
山
を
作
ろ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
等

の
薪
炭
林
造
成
が
進
め
ら
れ
た
。こ
の
よ
う
に「
集

水
区
」
の
最
初
の
水
源
林
造
成
は
、
純
粋
な
環
境

保
全
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
経
済
向
上
・
生
活
維

持
に
直
接
つ
な
が
る
薪
炭
林
造
成
・
緑
化
活
動
と

し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
文
化
大
革
命
を
経
て

一
九
八
〇
年
頃
に
な
る
と
燃
料
転
換
に
よ
り
薪
炭

の
需
要
が
減
少
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
薪

炭
林
に
か
わ
っ
て
農
家
の
所
得
向
上
に
有
利
な
栗

や
杏
等
の
果
樹
栽
培
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
当

時
（
八
〇
年
代
）、
改
革
開
放
政
策
の
影
響
で
都
市

部
を
中
心
に
生
活
が
近
代
化
さ
れ
、
生
活
用
水
の

需
要
が
増
大
し
た
。
さ
ら
に
、
砂
漠
化
等
に
よ
る

砂
嵐
の
被
害
等
も
目
立
ち
始
め
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
八
〇
年
代
以
降
、「
集
水
区
」
で
は
果
樹

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ　
①

中
国
・
北
京
市
の
水
源
林
造
成
へ
の
取
組
み

土壌の流出を防ぐために階段状に造林が行われ
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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等
の
経
済
林　

と
水
資
源
対
策
及
び
土
砂
流
出
対

　４）

策
と
し
て
の
防
護
林
の
造
成
が
進
ん
だ
。
特
に
、

防
護
林
造
成
で
は
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
組
み

こ
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
八
二
年
に
は
国
家
レ
ベ
ル

の
巨
大
森
林
造
成
事
業
で
あ
る
「
三
北
防
護
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
「
集
水
区
」
が
対
象
と
な
っ
た

の
を
は
じ
め
に
、
八
六
年
に
は
「
北
京
・
天
津
周

辺
地
区
造
林
緑
化
計
画
」
に
、
八
九
年
に
は
「
北

京
市
水
源
重
点
保
護
区
」
の
対
象
に
指
定
さ
れ
た
。

　

一
方
、
造
林
方
法
の
実
験
・
研
究
も
進
み
、
封

山
育
林
（
森
林
の
利
用
を
一
定
期
間
休
止
し
て
植

生
の
回
復
を
図
る
方
法
）
や
飛
播
造
林
（
飛
行
機

に
よ
る
種
子
散
布
）
が
現
地
実
験
等
を
も
と
に
進

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
傾
斜
度
や
土
壌
状
況
等
林
地

に
応
じ
た
方
法
（
階
段
植
林
等
）
が
行
え
る
よ
う

に
技
術
の
向
上
も
図
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
八
〇
年
代
か
ら
の
経
済
林
と
防
護
林

の
造
成
の
結
果
、
九
〇
年
代
に
は
森
林
面
積
が
拡

大
し
、九
八
年
に
は「
集
水
区
」の
森
林
率
は
六
一
・

八
％
に
ま
で
増
加
し
た
。

三 　
　
水
源
林
造
成
の
現
状
と
課
題

　・
　

こ
の
よ
う
に
、「
集
水
区
」
の
水
源
林
造
成
は
、

水
源
か
ん
養
機
能
及
び
土
砂
流
出
防
備
と
い
う
純

粋
な
環
境
保
全
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
生

活
・
経
済
向
上
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と

い
え
る
。

　

現
在
、「
集
水
区
」
に
は
四
〇
万
人
近
く
が
農
林

業
を
主
体
に
生
計
を
経
て
て
い
る
。
急
傾
斜
地
が

多
い「
集
水
区
」で
は
、樹
木
の
間
に
豆
類
等
の
農

作
物
を
つ
く
る「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」　

や
　５）

果
樹
栽
培
（
経
済
林
）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

経
済
林
造
成
は
住
民
に
と
っ
て
現
金
収
入
に
直
接

つ
な
が
る
た
め
自
主
的
な
取
組
み
が
あ
る
も
の
の
、

防
護
林
造
成
は
農
民
を
動
か
す
動
機
づ
け
に
乏
し

く
、
行
政
主
導
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
近
年
、
よ
り
科
学
的
な
森
林
造
成
を
進

め
よ
う
と
、
九
八
年
か
ら
ド
イ
ツ
の
支
援
に
よ
る

森
林
造
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
北
京
市
の
水
源
地
域
で
あ
る

「
集
水
区
」
で
は
八
〇
年
代
以
降
、
経
済
林
と
防
護

林
を
主
体
と
し
た
水
源
林
造
成
が
図
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
六
〇
年
頃
は
数
％
だ
っ
た
森
林
率
が

九
八
年
に
は
六
一
・
八
％
と
大
き
く
増
加
し
、
量

的
な
水
源
林
造
成
は
一
定
の
成
果
を
得
た
。
し
か

し
、
若
齢
林
が
多
く
、
一
度
活
着
し
た
も
の
の
成

長
が
悪
く
樹
種
転
換
が
必
要
な
森
林
も
多
い
。
さ

ら
に
、
水
源
か
ん
養
機
能
や
土
砂
流
出
防
備
機
能

に
優
れ
て
い
る
防
護
林
を
重
視
し
た
い
行
政
と
経

済
・
生
活
の
向
上
に
有
利
な
経
済
林
造
成
を
優
先

し
た
い
住
民
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
中
で
、
今
後

ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
水
源
林
を
維

持
・
管
理
し
て
い
く
の
か
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

今
回
、
去
る
七
月
に
北
京
市
で
行
っ
た
調
査
を

も
と
に
、「
密
雲
ダ
ム
」
集
水
区
の
水
源
林
造
成
を

紹
介
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
水
源
林
造
成
の

進
め
方
と
し
て
、
土
地
利
用
計
画
や
植
栽
樹
種
、

方
法
、
時
期
等
は
基
本
的
に
行
政
の
上
部
組
織
で

決
め
、
そ
れ
を
出
先
機
関
で
あ
る
「
林
業
工
作
站
」

（
地
区
森
林
管
理
・
普
及
事
務
所
）を
通
し
て
、住
民

の
「
村
民
委
員
会
」
に
伝
え
、
実
際
の
作
業
を
行

う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
伝
え
ら
れ

た
計
画
に
対
し
て
異
議
申
立
て
が
あ
る
場
合
に
は
、

変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
等
住
民
の
意
向
が

あ
る
程
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
も
わ
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
、
ど
の
程
度
有
効
な
の
か
、

ま
た
「
林
業
工
作
站
」
や
「
村
民
委
員
会
」
の
機

能
等
に
つ
い
て
詳
し
く
伺
う
こ
と
が
で
き
な
っ
た
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
水
源
林
造
成
に
関
し
て
住

民
と
行
政
の
間
に
隔
た
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
植
栽

や
管
理
に
関
す
る
技
術
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
中

で
、
質
の
高
い
水
源
林
の
維
持
・
管
理
を
持
続
的

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
の
協
力

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北
京
市
の
水
源
林
造
成

に
お
い
て
、
地
域
の
組
織
の
役
割
や
地
域
住
民
が

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
あ

る
い
は
今
後
ど
の
よ
う
形
で
参
画
す
る
こ
と
が
よ

い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
調
査
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
。

（
注
）

　

、　

、　

北
京
市
林
業
局
資
料

１）

２）

３）

　

中
国
で
は
、
果
樹
や
お
茶
、
薬
用
樹
は
経
済
林
と

４）
し
て
森
林
の
範
疇
に
入
る
。

　

農
業
「
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
林
業
「
フ
ォ
レ

５）
ス
ト
リ
ー
」
を
合
せ
た
言
葉
。
様
々
な
形
態
が
あ

る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
一
定
の
土
地
で
農
作
物
生

産
と
樹
木
生
産
を
組
み
合
わ
せ
た
栽
培
方
法
等
を

示
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
栗
栖
祐
子
）


